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登壇者 

代表取締役社長  望月 敦 
常務取締役   冨取 隆浩 
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冨取：皆様、おはようございます。冨取でございます。まず私から、2025年度中間期の業績につ

いてご説明いたします。  



 
 

3 
 

 

中間期業績のポイントを 3点にまとめております。 

1点目、売上高は前年同期比 0.2%プラスの 472億円となりました。営業利益は前年同期比 11.6%
マイナスの 40億円となりました。 

二つ目、国内事業につきましては、国内食品事業、国内化成品その他事業ともに、営業利益、売上
高で前年同期を上回りました。 

三つ目、海外事業につきましては減収減益となりました。特に中国においては景気の悪化により販
売量が減少、またアジア、ヨーロッパにおいても汎用品の価格競争が激しさを増しており、厳しい
結果となりました。  
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表を用いてご説明いたします。 

まず売上高ですが、前年同期をわずかに上回り増収でしたが、期初予想 490億円に対しましては
17億円下回りました。 

営業利益は前年同期比では 5億 3,400万円の減益となりましたが、期初予想を 40億円としており
ますので、期初予想は上回りました。 

営業利益率は 0.9ポイント減少の 8.7%となっております。なお、中間純利益につきましては 33億
6,100万円と前年同期比プラス 3.3%となりました。 

なお、為替の影響額については欄外に記載しておりますが、売上高でマイナス 1億 7,700万円、営
業利益 1,700万円のマイナスと、大きな影響はないと考えております。  
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続きまして、営業利益の増減要因についてご説明いたします。 

全体では 5億 3,400万円の減益となっております。労務費・人件費が増加。また、その他製造経
費、その他販売管理費も増加をいたしまして減益要因となっております。 

一方、限界利益の増加、広告宣伝費の減少等増益要因もありまして、結果的に先ほど申し上げたと
おり、5億 3,400万の減益となりました。しかしながら期初予想は上回っております。  
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営業外収支、特別損益の増減についてご説明いたします。 

まず営業外収益でございますが、政策保有株式の売却を進めております。よって受取配当金が減少
し、営業外収益全体も減少しております。営業外費用は為替差損が減ったことから減少しておりま
す。 

特別損益についてご説明いたします。特別利益は投資有価証券の売却益が前年対比少なかったこと
から減少いたしました。なお、政策保有株式の売却については計画的に継続的に進めております。
また特別損失については、前年同期には退職給付制度の改定損がありましたが、今年度はこういっ
た大きなことが発生していないため大きく減少いたしました。その結果、中間純利益は記載のとお
り 1億 600万円増益となりました。  
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セグメント別の業績についてご説明いたします。 

まず前年度対比では、表のとおり国内食品事業、国内化成品その他事業は増収増益となっておりま
す。一方、海外事業については減収減益で着地いたしました。 

右側に期初予想を記載しております。期初予想との対比では、国内食品事業は売上高が予想を下回
りましたが、営業利益率は期初予想を上回っております。国内化成品その他事業については、売上
高、営業利益ともに期初予想を上回りました。海外事業については、売上高、営業利益ともに期初
予想も下回っております。  
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セグメント別の概況についてご説明いたします。 

まず家庭用食品でございますが、増収となりました。2024年 8月発売の、「洋食屋さんのただた
だおいしいドレッシング」が、オイル入りドレッシングの増加を牽引いたしました。また、「わか
めスープ」も販売が増えました。 

一方、ノンオイルドレッシングは販売量を減らしております。また、最近まで販売を伸ばしてきま
した、「ふりかけるザクザクわかめ」については、お米の価格の高騰の影響もあると考えておりま
して、お米を食べる機会が減っているということが推測されまして販売量を減らしております。 

記載のとおり、品群別には増加また減少とございますが、全体としては増収となりました。  
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業務用食品事業についてご説明いたします。 

業務用食品事業は微増収となっております。外食産業、給食産業向けでは価格改定も進みまして収

益力は強化しております。一方で特定の取引先からの受注減少が大きく影響をしております。 

また、加工食品メーカー向けでは消費者の節約意識の高まりから、当社の製品をご採用いただいて

いる会社の製品販売量が減っておりまして、その影響で当社の製品も減っております。しかしなが

ら、コンビニエンスストア向けの海藻商品、また麺用のほぐれ剤などは伸長しております。  
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加工食品用原料等につきましてご説明いたします。 

加工食品用原料等も増収となっております。食品用改良剤では、主力の製パン向けが数量、金額と
もに伸長いたしました。お米の価格高騰の影響があると考えています。 

ビタミン事業においては、健康食品メーカー向け、また医薬向けの製品が伸長しております。ビタ
ミン全体では売上を前年同期比上回っております。 

また、良質な眠りをサポートする機能を持つクロセチンについては、飲料、健康食品向けで採用が
拡大いたしました。  
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国内化成品その他事業についてご説明いたします。 

化粧品業界向けでは、当社の販売先企業の製品の販売増ということも影響いたしまして、当社の製
品の販売も増えております。 

また、合成樹脂の一種でありますポリプロピレン系の製品については、近時、その材料が国産樹脂
から安価な輸入樹脂への切り替えが行われていると。この輸入樹脂を使うときに当社の改良剤が使
用されるケースがございまして、当社製品への需要が増えております。  



 
 

12 
 

 

海外事業につきましてご説明いたします。 

売上高、営業利益ともに減収減益となっております。 

エリア別について簡単に申し上げます。中国では大幅減収となりました。中国経済全体の冷え込み
が続いており、需要が低迷いたしました。アジア、欧州でも減収となっております。ともに改良剤
の価格競争の激化により、販売量を減らしております。北米は微増収となっております。北米にお
けるベーカリー向けの改良剤、また、ポークエキスの販売量が増えました。 

このような売上高の減収の影響もありまして、営業利益も大幅に減っております。  
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最後に、連結貸借対照表につきご説明いたします。 

グラフは今年の 3月末と 9月末を記載しております。総資産につきましては 2億円弱の減少と、
ほとんど変わりはありません。 

内訳といたしまして、現預金が棚卸資産の増加、また投資した設備の支払等もありまして減少して
おります。投資有価証券については、この半年も継続的に政策保有株式の売却を進めております
が、ご存じのとおり株価の上昇もございまして評価額が増加しております。 

純資産につきましては、期間利益の積み上げと、今年度より始めております自己株取得による減少
等を合わせまして、プラスの 14.7億円となっています。 

まず、冨取より中間期の業績をご説明させていただきました。ありがとうございました。  



 
 

14 
 

 

望月：社長の望月でございます。私からは通期の見通しと今後の取り組みにつきましてご説明をさ
せていただきます。 

あらためまして、本日はお時間をいただきまして大変ありがとうございます。  
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まず上期の業績を踏まえまして、本日お伝えしたい点を三つにまとめさせていただきました。 

一つ目、当社が成長ドライバーと位置付けております海外事業は、足元では非常に厳しい環境にあ
ります。しかし海外を軸に成長するという中長期的ストーリーにつきましては変化はございませ
ん。 

二つ目。このストーリーの実現に向けて、北米と東南アジアで生産・販売体制を強化してまいりま
す。 

三つ目、今期の通期業績予想につきましては期初予想を据え置きます。上期の進捗状況から見れ
ば、売上のハードルはやや高いですが、利益はインラインにあります。現時点では業績予想の修正
は不要だと判断をしております。  
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具体策に入る前に、株価の推移について振り返らせていただきます。 

前中期計画 3年間、当社は事業環境の変化に対応し、業績を伸ばしてまいりました。それに伴い株
価も着実に上昇してまいりました。今期も上昇基調にありますが、10月末時点の指標は PBR1.1
倍、PER10.1倍にとどまっております。 

ここからさらに株価を上げていくためには、投資家の皆様と当社の中長期成長ストーリーをしっか
りと共有することが重要であると考えてございます。  
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このスライドが当社の成長ストーリーの要約となります。 

国内市場は中長期的には成長が小さいものの、食品、改良剤、ヘルスケアの三つのコア事業のシナ
ジーを活かすことで安定的に利益を創出することができます。 

国内で生み出しましたキャッシュ、技術、人財、これを成長性の大きい海外の投資に投じます。結
果として、持続的成長と企業価値の向上を目指してまいります。なお、国内事業を縮小して海外に
集中するということではございません。持続的に着実に成長できるポテンシャルがあると考えてお
ります。 

当社の成長性について一層の期待をしていただけるように、引き続き経営の改善に取り組んでまい
りますので、どうぞよろしくお願いいたします。  
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続いて、当期の見通しについてご説明申し上げます。 

当期の通期予想につきましては、先ほども申し上げましたとおり、期初予想を据え置きます。当社
グループとして初めての売上高 1,000億円の達成を目指してまいります。この目標に向けて、各事
業で販売拡大を進めてまいります。 

一方で、政策保有株式の縮減に伴う売却益は前期を下回りまして、当期純利益は減少の見込みとな
ります。ただし、ROEは 10%を維持する見通しでございます。  
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営業利益の増減要因につきましてはこちらのとおりでございます。 

期初予想に比べますと海外の原材料費が増加。一方で、労務費・人件費、物流費は減少する見込み
でございます。  
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セグメント別の業績予想についても変更はございません。 

スライドの赤い列は、通期予想から上期実績を差し引いた数字でございます。各セグメントとも下
期は上期を上回る売上が必要となります。特に海外事業につきましては、利益面でも上期の遅れが
大きいため、売上を伸ばし、利益を積み上げていくということが必要となります。  
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セグメント別の見通しについて説明を申し上げます。まず、国内食品事業です。 

家庭用食品につきましては若年層をターゲットに販売促進と新商品の育成を進めてまいります。業
務用食品につきましては、EC 市場を活用して販路を拡大、成長市場である中食市場への提案を強
化していくこと。そして冷凍食品などで No.1ブランドを持つメーカーとの取引の拡大を目指して
まいります。 

加工食品用原料等につきましては、当社の強みでありますソリューション提案活動営業をさらに強
化するための社員教育を充実させて、製パン業界など、好調な分野への提案を進めてまいります。 

そして、ヘルスケア分野におきましては、新設のビタミンミックス生産ラインが 12月から稼働を
予定しておりまして、その稼働に合わせてビタミンミックスの拡販を進めてまいります。  
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国内化成品その他事業についてです。 

上期は売上高、営業利益ともに計画をクリアいたしました。下期もコストアップを価格改定で打ち
返す見込みでございます。さらなる業績の上積みを図るために、新規テーマへの取り組みも進めて
まいります。 

例えば防曇剤分野です。食品包装用の防曇剤におきましては、樹脂自体に練り込むタイプの製品
で、私どもは高いシェアを保有してございます。今後は樹脂表面に塗るタイプの防曇剤においても
シェアの獲得を狙ってまいります。 

また、化粧品業界向けの取り組みにつきましても伸長が期待できる分野でありまして、他社との協
業による販売拡大を図ってまいります。  
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海外事業についてご説明申し上げます。 

まず中国です。上期は苦戦いたしました。景気回復をただ待つのではなく、現在の環境に対応し
た。低価格帯の製剤提案で巻き返しを図ってまいります。 

次に北米です。大手ベーカリーの一部工場において当社の製剤が採用となりました。非常に高い評
価をいただいております。今後、別の工場への採用拡大に向け、引き続きフォローをしてまいりま
す。 

東南アジアです。タイ、ベトナムの新子会社で売上が徐々に立ち始めております。上期時点では非
連結でございましたが、下期には連結に加わり、売上に貢献する見込みとなってございます。 

最後にヨーロッパです。汎用品の主要な市場でございまして、工場稼働を維持する役割、つまり稼
働率の維持を担っている市場であります。上期は価格競争の激化で数量を落としましたが、下期は
可能な限り価格でも対応し、販売数量の回復を目指してまいります。  
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ここで、海外事業のトピックスを二つご説明申し上げます。 

一つ目は、北米の拠点施設です。米国の販売子会社、Riken Vitamin USAの事務所を、カリフォル
ニアからテキサス州ダラス近郊へ移転いたします。全米展開を視野に入れますと、現拠点は東部、
中西部へのアクセスがネックとなってございました。テキサスは各地域へのアクセスが良好で、将
来メリットが大きいと判断いたしました。移転に合わせまして、食品用改良剤のアプリケーション
センターとラーメンラボの規模拡大を予定してございます。 

開発、販売体制の強化による売上拡大を見据え、製剤の現地生産の可能性も今後検討してまいりた
いと考えております。  
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二つ目は、ベトナムでの製剤の現地生産です。 

従来、東南アジア向けの改良剤は原体、製剤ともにマレーシア工場で生産しております。しかし既
存設備では少量多品種への対応が難しくなっており、中期計画において製剤ラインの刷新を計画し
てございますが、完成までの時間を要します。 

そこで、ベトナムのパートナー工場で製剤化の委託を進めています。これにより顧客ニーズに素早
くスピード感を持って対応していく考えであります。ベトナムの状況を見ながら、他エリアでの現
地生産も検討してまいります。 

東南アジアで製剤販売を拡大し、安定的に利益を獲得できる体制を整えてまいります。  
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最後に、株主還元についてご報告いたします。 

まず配当です。期初予想から変更はございません。年間配当は 110円、うち 55円は中間配当とし
て 12月にお支払することを決定しています。 

次に、自己株式の取得です。取得額は 20億円、この枠内で毎月計画的に買い付けを進めていま
す。10月末時点の進捗率は 55%で、順調だと認識してございます。追加の自己株式取得について
も、今後、市場の動向を見ながら機動的に判断をしてまいります。 

以上で私の説明を終わらせていただきます。引き続きのご支援をどうぞよろしくお願いいたしま
す。ご清聴ありがとうございました。  
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